

























































Study on the Evaluation in Beauty Practice Education



















































































































































































































































































































































一斉にスタートし、1 人約 30 分で実施する。実
施したところで振り返り（リフレクション）を行
うプロセスを踏む。
1 課題の所要時間は約 30 分（課題把握 5 分、
試験 20 分、フィードバック 5 分）評価は 1 課題
1 クラスにつき、教員 4 名とする。評価項目は 1
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